
・元気に活動する児童 

・喜んで取り組む児童 

・みんなと仲良く遊ぶ児童 

・自分のことは自分でする児童 

〈キャッチフレーズ〉 

笑顔いっぱい 

伸び伸びと 小学部通信 

宮城教育大学附属特別支援学校               令和６年６月１４日（金）NO．7 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   （文責：神山 貴子） 

 ５月中旬から取り組んできた、生活単元学習「お店屋さんを楽しもう」。わかば学級、あおば学級

の児童は、お客さんとなるふたば学級のみんなに喜んでもらおうと、商品作りや接客の練習など、お

店屋さんの準備を進めてきました。 

６月５日に、いよいよお店屋さんを開店。来店したふたば学級の児童は、わかば、あおば学級の児

童が制作したスライムやマラカス、紙コップで作ったコマなどの商品に触れたり、遊び方を見たり

しながら、好きな商品を選んで、お店屋さんでの買い物を楽しんでいました。ふたば学級のみんな

が、お店屋さんで買った商品で、楽しそうに遊ぶ様子を見て、わかば学級、あおば学級の児童も、う

れしそうな笑顔を見せ、大満足の表情でした。 

５月３０日（木）、体育「走ったり跳んだりしよう」の学習で宮城教育大学のグラウンドに行き、

５０ｍ走をしました。「自分の力で最後まで走る」という目標を児童と確認し、校庭よりも広いグラ

ウンドで走る爽快感を感じながら、笑顔いっぱい、力いっぱい最後まで走り切りました。 

 

チェックしながらこま作り スライム作り お客さんに商品の説明 

マラカスいい音♪ すごい伸びるなー スライム買ったよ☆ 

お客さんも大満足 


